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桜川市のシンボル「⼭桜」に対する⼈々の意識調査を実施 
 

サクラの栽培品種ソメイヨシノが普及するまで、⽇本⼈にとって最も⾝近なサクラは⼭桜（野⽣の
サクラ類）でした。茨城県桜川市は「⻄の吉野、東の桜川」と並び称されるほど、古くから⼭桜の名所
として知られており、⽇本⼀の⼭桜の⾥を⽬指した取り組みが進められています。 

⼭桜をシンボルとしたまちづくりを進めていくためには、⼭桜に対する地域の⼈々の意識を把握す
ることが重要です。そこで本研究では、①地元集落の住⺠、②桜まつりの訪問者、③桜川市内の⾼校に
通う⽣徒、を対象にアンケート調査を実施しました。 

その結果、どのグループでも「春の景観的価値」を最も重要だと認識していることが分かりました。
さらに、このような価値が感じられやすい場所は、⾼峯、磯部稲村神社、⾬引観⾳など、⼭桜の景観が
美しいことで有名な地域に集中していました。また、GIS（地理情報システム）を⽤いた解析を⾏った
ところ、クヌギやコナラといったナラ類が⽣育する森林や、地形の急峻な場所において、⼭桜の価値が
より強く感じられる傾向がみられました。こうした場所は、⼭桜の⽣育しやすい環境条件ともよく⼀
致しています。桜川市では、ナラ類と⼭桜が混在する⾥⼭が広がっており、森林の伐採と利⽤の歴史を
経て、⼭桜の景観が維持されてきました。⼭桜をシンボルとしたまちづくりには、こうした⾥⼭を今後
も適切に保全することが重要と考えられます。 

本研究結果は、⾃然と共⽣したまちづくりを進めるための指針になると期待されます。 
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 研究の背景  
茨城県桜川市は「⻄の吉野、東の桜川」と並び称されるほど、歴史的に⼭桜の名所として知られており、

⽇本⼀の⼭桜の⾥を⽬指した地域づくりが進められています（図 1）。⼭桜とは、ヤマザクラ(Cerasus 
jamasakura)とカスミザクラ(C. leveilleana)を合わせた野⽣のサクラ類のことを指します。栽培品種であ
るソメイヨシノ（Cerasus × yedoensis (Matsum.) Masam. et Suzuki 'Somei-yoshino'）が普及する以
前は、⽇本⼈にとって、⼭桜が最も⾝近なサクラでした。 

⼭桜をシンボルとしたまちづくりを進めていくためには、⼭桜に対する地域の⼈々の意識を把握する
ことが重要です。そこで本研究では、地域の⼈々が⼭桜からどのような価値を感じているのかについて、
①⼭桜の名所として知られる桜川市磯部地区および平沢地区（地元集落）の住⺠、②2020 年春に桜川市
磯部稲村神社で開催された桜まつりの訪問者（主として桜川市外の住⺠）、③桜川市内の⾼校に通う⽣徒、
を対象にアンケート調査を実施しました（図 2）。 
 
 研究内容と成果  

アンケート調査は、2020 年 4 ⽉から 11 ⽉にかけ、地元集落の住⺠には郵送で（n=73; 回答率 40%)、
また桜まつりの訪問者（n=70）と⾼校⽣（n=178）には対⾯⽅式で実施しました。その結果、どのグル
ープでも、桜川市の⼭桜の価値として、「春の景観的価値」を最も重要だと認識していることが分かりま
した（図 3）。さらに、この「春の景観的価値」が感じられやすい場所は、⾼峯、磯部稲村神社、⾬引観
⾳などの⼭桜の景観が美しいことで有名な地域に集中していました。また、GIS（地理情報シスム）注１）

を⽤いた解析を⾏ったところ、⼭桜の価値がより強く感じられやすい場所は、クヌギやコナラといったナ
ラ類が優占する森林や、地形の急峻な場所に集中するという結果が得られました。こうした場所は、⼭桜
の⽣育しやすい環境条件ともよく⼀致しています。桜川市では、ナラ類と⼭桜が混在する⾥⼭が広がって
おり、森林の伐採と利⽤の歴史を経て、撹乱注２）に強い⼭桜の森林景観が維持されてきました。⼭桜をシ
ンボルとしたまちづくりには、こうした⾥⼭を今後も適切に保全し、多くの⼈が⼭桜の価値を感じられる
ような森づくりを進めることが重要と考えられます。 

⼀⽅、アンケートを実施した３つのグループ間には、⼭桜の価値の感じ⽅にやや違いがあることも分か
りました（図 4、5、6）。例えば、⽣物多様性、教育、桜川らしさの象徴としての価値を感じられる場所
として、地元集落の住⺠は⼭桜の景観で有名な場所をあげる傾向がありましたが、桜まつりの訪問客で
は、筑波⼭系を中⼼とした広い地域に分散して⽰されました。また、⾼校⽣は、市街地にある観光資源に
近い場所で価値を感じるという回答が多く得られました。これは、⼭桜の名所や春の景観の美しさに関す
る情報が、若い世代には⼗分に知られておらず、通学圏に近い場所に回答が偏在したものと考察されま
す。地域全体で森づくりに取り組むためには、環境教育などを通じた情報提供の在り⽅も検討する必要が
あります。 
 
 今後の展開  

本研究は、⼭桜という⽇本⼈にとってなじみ深い樹⽊について、地域の⼈々が実際にどのような価値を
感じているかを明らかにするとともに、実際に⼭桜の価値が感じられやすい場所と環境要因との関係性
について分析した初めての事例です。⾃然と共⽣したまちづくりを進めるためには、⼈々が、⾃然から得
られる恵み（⽣態系サービス）を感じつつ、それを⼤切に利⽤していこうとする⾏動が必要です。本研究
⼿法は、地域の⾃然がもつ⽣態系サービスを活かしたまちづくりに役⽴つと期待されます。 
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 参考図  
 

 
図１ 桜川市⾼峯における⼭桜の景観。 

 
 

 
図２ 桜川市磯部稲村神社におけるアンケート調査の様⼦。 
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図３ アンケート調査「⼭桜が⽣育している桜川市の森林から得られる価値として考えられるものを、あ
なたにとっての重要度に応じて、0％~100%の値を割り当ててください(全ての項⽬を合計して 100%にな
るように)」という問いへの回答結果の⽐較。左：地元集落の住⺠、中央：桜まつりの訪問者、右：桜川
市内の⾼校に通う⾼校⽣。いずれも、８項⽬のうち「D 景観春（春の景観的価値）」を重視する傾向がみ
られる。 
 
 

 
図４ 地元集落の住⺠を対象としたアンケート結果をもとに、桜川市内で⼭桜の価値が感じられやすい
場所を予測した図。8 種類の価値についてそれぞれ解析した。⾚⾊が濃い地点ほど、価値が強く感じられ
やすい場所であることを⽰す。 
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図 5 桜まつりの訪問者を対象としたアンケート結果をもとに、桜川市内で⼭桜の価値が感じられやすい
場所を予測した図。8 種類の価値についてそれぞれ解析した。⾚⾊が濃い地点ほど、価値が強く感じられ
やすい場所であることを⽰す。 
 

 
図 6 桜川市内の⾼校に通う⾼校⽣を対象としたアンケート結果をもとに、桜川市内で⼭桜の価値が感じ
られやすい場所を予測した図。8 種類の価値についてそれぞれ解析した。⾚⾊が濃い地点ほど、価値が強
く感じられやすい場所であることを⽰す。 
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 ⽤語解説  
注１） GIS（地理情報システム） 
 位置に関する情報を持ったデータ（空間データ）をコンピューター上で統合し、分析するための技術。 
注２） 攪乱 
 台⾵や⼭⽕事、森林の伐採などによって⽐較的短い時間で顕著に⾃然⽣態系の様相が変化すること。 
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